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は
じ
め
に
1

|
「
三
部
作
」
と
い
う
捉
え
方

ー
失
踪
者
と
い
う

安
部
公
房

「-―一部作」〈モ
チ
ー
フ
の
発
見
〉

安
部
公
房
の
代
表
作
『
砂
の
女
』
『
他
人
の
頻
」
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』

(
1
)
 

の
三
作
品
は
、
そ
の
〈
原
型
的
作
品
〉
で
あ
る
「
チ
チ
ン
デ
ラ
ヤ
パ
ナ
」

「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
も
含
め
て
、
安
保
闘
争
や
高
度
経
済
成
長
な
ど
で
社

会
的
な
動
乱
が
み
ら
れ
た
一
九
六

0
年
代
（
以
下
、
「
六

0
年
代
」
と
略

す
）
初
頭
か
ら
後
半
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
作

品
を
「
―
―
一
部
作
」
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
は
、
秋
山
駿
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
の
、
〈
一
応
―
―
一
部
作
と
い
う
形
で
、
失
踪
前
駆
症
状
に
あ
る
現
代
を
か

(
2
)
 

い
て
み
ま
し
た
（
後
略
）
〉
と
い
う
安
部
公
房
自
身
の
発
言
に
よ
る
。
だ

が
、
こ
の
発
言
と
三
作
品
と
を
正
面
か
ら
突
き
合
わ
せ
て
論
じ
た
も
の
は

い
ま
だ
な
く
、
「
―
―
一
部
作
」
と
い
う
発
言
を
抜
き
に
し
て
も
一
二
作
品
に
関

す
る
評
価
に
は
大
き
な
落
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
多
く
の

論
で
は
『
砂
の
女
』
を
安
部
文
学
の
頂
点
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
作
品

群
を
『
砂
の
女
」
か
ら
の
主
題
の
後
退
と
し
て
み
て
い
る
。
こ
の
原
因
に

つ
い
て
は
、
田
中
裕
之
が
「
「
砂
の
女
』
論
」
（
『
日
本
文
学
』
昭
和
61.

12)
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
佐
々
木
基
一
の
評
論
「
脱
出
と
超

克

I

|
「
砂
の
女
』
論
」
（
「
新
日
本
文
学
』
昭
和
3
7
.
9
)

が
『
砂
の

女
』
に
対
し
て
の
絶
大
な
る
評
価
を
決
定
づ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
前
掲
の
安
部
発
言
を
無
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
者
自
身
が
「
三
部
作
」
と
主
張
す
る

以
上
、
三
作
品
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ
を
見
出
し
、
総
合
的
な
評
価
を
下

す
こ
と
は
、
可
能
な
作
業
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
。

ま
た
、
「
六

0
年
代
」
と
い
う
時
代
を
安
部
公
房
が
描
く
と
き
、
彼
は

何
故
「
失
踪
者
」
と
い
う
存
在
不
確
か
な
人
々
を
、
い
わ
ば
《
キ
ー
ワ
ー

ド
》
と
し
て
選
択
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
あ
え
て
「
六

0
年
代
」

を
描
こ
う
と
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

拙
論
で
は
、
ま
ず
安
部
公
房
が
三
作
品
で
示
す
小
説
時
間
に
お
け
る
現

代
（
以
下
、
「
現
代
」
と
略
す
）
を
可
能
な
限
り
特
定
し
、
そ
の
時
代
の

枠
の
な
か
で
の
安
部
の
姿
を
捉
え
て
み
た
い
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
安

部
公
房
が
「
三
部
作
」
の
中
で
ひ
た
す
ら
こ
だ
わ
っ
た
「
失
踪
者
」
に
つ

い
て
資
料
を
ま
じ
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

論

金

岡

直

子

に
つ
い
て
の
一
考
察

-13-



「
現
代
」
を
探
る
I

I
時
代
の
特
定

安
部
公
房
の
意
識
の
中
で
、
「
現
代
」
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
っ

た
捉
え
方
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
座
談
会
・
現
代
を
ど
う
書
く

か
」
（
『
群
像
』
昭
和
4
1
.
1
1
)

の
場
で
安
部
は
、
自
作
で
の
「
現
代
」

の
描
出
に
関
し
て
、
〈
現
代
と
い
う
の
は
さ
っ
き
か
ら
い
っ
て
い
る
よ
う

に
限
定
的
に
し
か
と
ら
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
い
ろ
ん
な
形
が
出

る
の
は
当
た
り
ま
え
だ
。
だ
い
た
い
小
説
で
と
ら
え
よ
う
と
、
エ
ッ
セ
イ
、

評
論
で
と
ら
え
よ
う
と
、
動
機
は
一
っ
な
ん
だ
。
〉
と
「
現
代
」
を
表
現

す
る
こ
と
に
つ
い
て
一
定
の
限
界
を
明
示
し
つ
つ
も
、
多
角
的
な
形
で

「
現
代
」
を
照
ら
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。

し
か
し
時
期
を
下
る
と
、
安
部
は
そ
の
〈
動
機
〉
に
つ
い
て
『
死
に
急

ぐ
鯨
た
ち
』
（
昭
和

6
1
.
9
•
新
潮
社
刊
）
で
序
文
的
に
お
か
れ
た
「
な

ぜ
書
く
か
…
…
」
（
初
出
／
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
昭
和
6
0
.
3
)

の
な
か

で
、
〈
生
き
る
理
由
に
解
答
が
あ
り
え
な
い
よ
う
に
、
書
く
行
為
に
も
理

由
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
〉
と
記
し
て
い
る
。
〈
「
な
ぜ
書
く
か
…
…
」
〉

と
い
う
問
い
か
け
す
ら
、
現
在
社
会
で
は
も
う
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
と
す
る
安
部
は
〈
積
載
量
過
剰
の
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
時
代
を
く
ぐ

り
ぬ
け
て
、
作
者
は
失
望
し
、
か
つ
謙
虚
に
な
っ
た
。
〉
と
い
う
言
葉
を

も
、
披
泄
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
、
安
部
が
文

学
的
活
動
に
旺
盛
で
あ
っ
た
時
代
を
指
し
、
意
欲
的
に
描
出
を
試
み
た
か

、
、
、

つ
て
の
「
現
代
」
へ
の
郷
愁
を
率
直
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

そ
の
〈
積
載
量
過
剰
の
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
時
代
〉
と
は
ど
う
い
っ
た
時

代
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
「
現
代
」
と
い
う
時
間
枠
を
特
定
す
る
手
掛
か

り
を
、
①
書
類
年
月
日
、
②
新
聞
記
事
、
③
作
中
価
格
、
と
い
っ
た
三
つ

の
パ
タ
ー
ン
に
分
別
し
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
を
順
を

追
っ
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

①
書
類
年
月
日
か
ら
の
考
察

『
砂
の
女
』
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
作
中
書
類
に
記
載
さ
れ
た
年
月
日

『
砂
の
女
」
に
お
け
る
二
通
の
書
類
の
日
付
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
廣

瀬
晋
也
が
「
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
と
し
て
の
失
踪
」
（
『
近
代
文
学
論
集
』

13.

昭
和
6
2
.
1
1
)

に
お
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
〈
仁

木
順
平
の
「
失
踪
に
関
す
る
届
け
出
の
催
告
」
で
日
付
は
昭
和
三
十
七
年

二
月
十
八
日
、
他
は
同
人
を
失
踪
者
と
す
る
「
審
判
」
で
日
付
は
同
年
十

月
五
日
、
い
ず
れ
も
家
庭
裁
判
所
通
告
の
文
書
で
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年

二
月
と
い
え
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、
作
者
安
部
公
房
が
花
田
清
輝
、
針
生

一
郎
ら
と
と
も
に
日
本
共
産
党
を
除
名
さ
れ
た
月
で
あ
る
。
〉
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
続
け
て
廣
瀬
は
、
〈
二
枚
の
公
文
書
に
記
さ
れ
た
仁
木
順
平

の
生
年
月
日
は
昭
和
二
年
三
月
七
日
で
、
こ
れ
は
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
も

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
安
部
の
誕
生
の
月
日
（
生
年
は
大
正
十
三
年
）

と
同
じ
で
あ
る
。
〉
（
括
弧
内
補
足
•
原
文
）
と
し
て
、
書
類
上
の
仁
木

順
平
の
生
年
月
日
と
、
行
方
不
明
時
の
仁
木
順
平
の
年
齢
と
の
違
い
が
み

ら
れ
、
書
類
上
の
仁
木
順
平
の
年
齢
と
、
作
品
発
表
時
の
安
部
の
実
年
齢

と
が
重
な
る
と
い
う
矛
盾
点
も
、
指
摘
し
て
い
る
。
廣
瀬
は
、
こ
こ
に

〈
作
者
の
意
図
的
な
操
作
〉
を
見
て
取
り
、
〈
以
上
の
よ
う
な
年
月
（
日
）

の
符
合
は
、
作
品
が
作
者
個
人
の
歴
史
的
現
実
と
二
重
写
し
に
読
ま
れ
る
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こ
と
を
半
ば
許
容
す
る
、
作
者
の
暗
黙
の
諒
解
も
し
く
は
期
待
を
示
す
〉

（
同
前
）
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
ひ
と
つ
注
意
を
促
し
た
い
の
は
、
安
部
自
身
〈
（
登
場
人
物

は
1

ー
引
用
者
）
で
き
れ
ば
名
無
し
の
ま
ま
で
済
ま
せ
た
い
と
思
う
。
〉

（
「
藤
野
君
の
こ
と
」
／
『
笑
う
月
』
昭
和

5
0
.
1
1
•新潮
社
刊
に
収
録
）

と
い
う
前
置
き
を
し
た
上
で
、
〈
「
砂
の
女
』
の
仁
木
順
平
に
し
て
も
、

失
踪
後
、
手
続
上
の
必
要
か
ら
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
氏
名
で
あ
っ
〉

（
同
前
）
た
の
だ
と
、
書
類
作
成
段
階
で
、
深
い
意
味
づ
け
も
な
く
命
名

し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
名
前
自
体
が
「
仕
方

な
く
」
付
け
ら
れ
た
「
仁
木
順
平
」
の
生
年
月
日
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同

様
の
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
点

か
ら
、
こ
こ
で
特
定
す
る
時
代
は
あ
く
ま
で
「
砂
の
女
』
『
燃
え
つ
き
た

地
図
』
に
お
け
る
書
類
発
行
年
《
昭
和
三
十
七
年
》
〈
昭
和
四
十
二
年
》

を
基
と
し
て
お
き
た
い
。

②
新
聞
記
事
か
ら
の
考
察

『
燃
え
つ
き
た
地
図
j
の
中
に
挿
入
さ
れ
た
、
根
室
の
部
下
•
田
代
が
差

し
出
し
た
新
聞
記
事

こ
の
新
聞
記
事
（
「
朝
日
新
聞
』
昭
和
4
2
.
7
.
1
5
朝
刊
）
に
つ
い
て

は
、
そ
の
年
月
日
を
入
念
に
切
り
取
っ
た
安
部
の
意
図
か
ら
、
安
部
が
重

視
し
た
の
は
そ
の

H
付
で
な
く
、
記
事
内
容
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
こ
で
も
主
に
記
事
内
容
に
重
点
を
置
き
た
い
。

「
蒸
発
人
間
」
の
全
国
一
斉
捜
索
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
二

年
の
七
月
十
三
日
の
事
で
あ
る
。
警
察
庁
は
、
以
後
三
カ
月
間
、
三
十
九

の
都
道
府
県
警
に
「
家
出
人
、
身
元
不
明
死
体
の
相
談
所
」
を
開
設
し
、

大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
出
す
。
通
常
、
蒸
発
人
間
の
捜
索
な
ど

は
一
般
人
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
形
で
捜
索
さ
れ
る
の
だ
が
、
当
時
社
会
問

題
化
さ
れ
て
い
た
中
年
男
性
の
蒸
発
の
増
加
な
ど
で
、
昭
和
二
十
六
年
五

月
か
ら
こ
の
年
の
六
月
ま
で
に
、
捜
索
の
対
象
と
な
る
「
蒸
発
人
間
」
の

数
は
お
よ
そ
九
万
人
と
い
う
驚
異
的
な
数
字
に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、
事

態
を
重
く
み
た
警
察
庁
側
が
大
き
く
動
い
た
の
で
あ
る
。

同
時
期
、
「
蒸
発
人
間
」
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
諸
田
和
治
が
「
失
踪

論
ー
ー
非
現
実
の
失
踪
と
は
な
に
か
—
|
」
（
『
層
』
昭
和

4
2
.
5
/

『
非
在
へ
の
失
踪
』
昭
和
4
6
・
4
・
審
美
社
刊
に
収
録
）
の
な
か
で
語
る

〈
失
踪
〉
も
、
〈
至
極
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
中
〉
の
中
年
男
性
に
多
く
み

ら
れ
る
自
然
の
行
為
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
安
部
も
、
一
般
の
人
々

が
眉
を
ひ
そ
め
る
で
あ
ろ
う
自
殺
や
失
踪
な
ど
の
〈
逸
脱
行
動
〉
に
つ
い

て
、
そ
れ
ほ
ど
異
端
視
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
材
料

と
し
て
新
聞
記
事
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
記
事
を
差

し
出
す
と
き
に
田
代
が
、
行
方
不
明
者
の
多
さ
に
つ
い
て
〈
「
驚
い
た
な

ぁ
。
根
室
課
長
の
こ
と
も
、
べ
つ
に
例
外
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
。
」
〉

と
主
人
公
に
語
る
た
め
の
単
な
る
伏
線
で
し
か
な
く
、
作
品
上
梓
ニ
カ
月

前
に
報
じ
ら
れ
た
こ
の
新
聞
記
事
は
、
安
部
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
「
渡
り

(
3
)
 

に
船
」
で
し
か
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
現
代
」
の
特

定
に
大
き
く
関
連
す
る
材
料
で
は
無
い
の
だ
が
、
当
時
、
失
踪
者
た
ち
の

増
加
が
表
面
化
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
大
半
の
人
間
は
田
代
の
如
き
反

応
を
見
せ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
安
部
が
描
出
し
て
い
る
点

-15-



こ
こ
で
、
三
部
作
の
中
で
の
価
格
に
つ
い
て
日
常
的
な
記
述
例
の
み
、

抜
粋
し
て
お
く
。

『

燃

え

つ

き

た

地

図

』

・

コ

ー

ヒ

ー

代

一

杯

・

駐

車

料

金

一

時

間

•
新
聞
広
告
案
内
料
一
行

・
商
事
会
社
の
課
長
ク
ラ
ス
の
給
料

以
上
の
う
ち
、
比
較
対
象
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
る
事
例
は
、
コ
ー
ヒ
ー

代
、
お
よ
び
駐
車
料
金
（
と
も
に
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
よ
り
の
抜
粋
）

の
み
で
あ
っ
た
。
以
下
、
二
つ
の
事
例
に
関
す
る
価
格
表
（
東
京
に
お
け

る
平
均
値
）
と
し
て
『
戦
後
値
段
史
年
表
』
（
平
成

7
.
8
•

朝
日
新
聞

社
刊
）
を
参
考
に
し
た
い
。

付
言
し
て
お
く
が
、
安
部
は
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
舞
台
が
ど
こ
で

『
砂
の
女
』

『
他
人
の
顔
』

・

貸

ボ

ー

ト

代

一

時

間

百

五

十

円

・
研
究
所
所
長
代
理
ク
ラ
ス
の
給
料九
万
七
千
円

八
十
円

七
十
円
千
円

③
作
中
の
価
格
か
ら
の
考
察

実
社
会
の
価
格
推
移
表
と
の
照
合

五
万
円

に
留
意
し
た
い
。
こ
う
し
た
惟
評
こ
そ
が
、
安
部
の
創
作
意
欲
を
駆
り
立

て
る
一
因
と
な
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
考
察
に
移
り
た
い
。

あ
る
か
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
同
作
品
を
構
想
中
で
あ
っ
た
当
時
の
エ
ッ

セ
イ
・
「
モ
ス
ク
ワ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
（
『
東
京
新
聞
』
昭
和

3
9
.
1
2
.

2
6
!
2
7
夕
刊
／
の
ち
『
砂
漠
の
思
想
』
昭
和
4
0
.
1
0
・
講
談
社
刊
に
収
録
）

の
中
で
安
部
は
〈
い
ず
れ
、
こ
の
東
京
と
い
う
都
市
に
、
正
面
か
ら
挑
戦

す
る
よ
う
な
作
品
を
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
〉
と
述
べ
て
は
い

る
も
の
の
、
断
定
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
作
品
の
舞
台
を
「
東
京
」
に

限
定
で
き
る
か
に
つ
い
て
の
立
証
の
た
め
に
、
『
安
部
公
房
全
作
品
』
第

八
巻
五
十
七
頁
に
記
載
さ
れ
た
安
部
自
筆
地
図
を
取
り
挙
げ
て
お
き
た
い
。

こ
の
地
図
に
は
地
名
な
ど
何
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
『
新
潮
日

本
文
学
ア
ル
バ
ム

5
1
•安
部
公
房
』
（
平
成

6
.
5
•

新
潮
社
刊
）
七
十

八
!
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
作
品
の
草
稿
に
描
か
れ
た
地
図
で
は
、

地
図
上
に
は
っ
き
り
と
西
南
西
の
方
角
に
向
か
っ
て
「
横
浜
」
、
そ
し
て

東
北
東
に
は
「
甲
州
街
道
」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
記
述
が
草
稿
で
み
ら
れ
る
限
り
、
安
部
が
「
東
京
」
と
い
う
都
市
を
、

あ
る
い
は
川
崎
市
な
ど
東
京
近
郊
を
、
多
分
に
意
識
し
て
『
燃
え
つ
き
た

地
図
」
の
構
想
を
練
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
参
考
と
し
た
価
格
表

(
4
)
 

に
つ
い
て
も
、
地
域
的
な
落
差
は
起
こ
り
得
ま
い
。

前
出
の
価
格
表
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
の
値
段
が
八
十
円
だ
っ
た

時
代
は
、
大
体
昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
四
年
の
間
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に

つ
い
て
は
作
品
発
表
時
期
と
も
符
合
し
て
お
り
、
妥
当
な
時
代
設
定
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
次
に
駐
車
料
金
で
あ
る
が
、
一
時
間
七
十
円
と
い
う
値

段
も
、
昭
和
一
二
十
五
年
に
当
て
は
ま
っ
た
。
同
年
に
は
地
価
高
騰
に
よ
る

駐
車
料
金
の
改
定
が
二
度
も
な
さ
れ
て
お
り
、
七
十
円
は
二
月
の
改
定
分

の
値
段
に
当
て
は
ま
る
。
「
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
発
表
年
は
、
そ
の
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繰
り
返
し
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
三
部
作
」
中
、
二
作
品
に
は

〈
原
型
的
作
品
〉
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
も
含
め
て
発
表
期
を

確
認
し
て
い
く
と
、
昭
和
三
十
五
年
九
月
、
「
文
学
界
』
に
創
作
「
チ
チ

ン
デ
ラ
ヤ
パ
ナ
」
を
発
表
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
続
く
『
砂
の
女
』

は
「
チ
チ
ン
デ
ラ
ヤ
パ
ナ
」
が
発
展
し
た
長
編
小
説
で
あ
り
、
昭
和
三

十
七
年
六
月
、
新
潮
社
か
ら
《
純
文
学
書
き
下
ろ
し
特
別
作
品
》
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
、
新
潮
社
の
編
集
者
で
あ
っ

た
谷
田
昌
平
は
、
そ
の
回
想
文
「
「
砂
の
女
」
の
頃
」
（
『
新
潮
』
平
成

作
品
発
表
期

「六

0
年
代
」
前
後
の
時
代
背
景

〈
原
型
的
作
品
〉
で
あ
る
「
カ
ー
プ
の
向
う
」
の
発
表
年
も
含
め
、
昭
和

四
十
一
年
お
よ
び
四
十
二
年
で
あ
る
。
安
部
は
、
初
校
ゲ
ラ
か
ら
加
筆
訂

(
5
)
 

正
を
徹
底
し
て
行
っ
た
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
改
稿
の
中
で
、
そ
の
価

格
を
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
こ
に
、
安
部
の

《
昭
和
三
十
五
年
》
に
対
し
て
の
拘
泥
を
見
る
こ
と
に
し
、
コ
ー
ヒ
ー
代

か
ら
考
察
さ
れ
る
〈
昭
和
四
十
年
〉
か
ら
《
昭
和
四
十
四
年
》
の
時
代
と

と
も
に
「
現
代
」
の
枠
と
し
て
特
定
し
た
い
。

以
上
、
三
方
向
か
ら
の
時
代
の
特
定
を
試
み
た
結
果
、
安
部
の
描
こ
う

と
し
て
い
た
「
現
代
」
は
、
昭
和
一
二
十
五
年
！
四
十
四
年
(
-
九
六

0
代）

に
該
当
す
る
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
枠
は
「
三
部
作
」
発

表
時
期
と
も
ほ
ぽ
重
な
り
、
「
現
代
」
を
実
時
間
の
な
か
で
描
き
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
安
部
の
〈
記
録
文
学
〉
へ
の
欲
求
も
満
た
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

5
.
4
)
で
、
〈
昭
和
三
十
五
年
に
新
潮
社
の
〈
純
文
学
書
き
下
ろ
し
特

別
作
品
〉
の
企
画
を
立
て
、
そ
れ
に
執
筆
し
て
も
ら
う
た
め
に
安
部
さ
ん

に
初
め
て
会
っ
た
〉
〈
そ
の
前
月
の
「
文
学
界
」
に
安
部
さ
ん
は
短
篇

「
チ
チ
ン
デ
ラ
ヤ
パ
ナ
」
を
発
表
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
長
篇
小
説
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
早
速
快
諾
し
て
も
ら
っ
た
。
〉
と
述
懐
し
て
い
る
。

続
く
『
他
人
の
顔
』
は
昭
和
三
十
九
年
一
月
、
「
群
像
』
に
当
初
か
ら
長

編
小
説
と
し
て
発
表
。
同
年
九
月
に
単
行
本
と
し
て
講
談
社
か
ら
刊
行
さ

れ
る
ま
で
に
、
改
稿
に
改
稿
を
重
ね
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
反
省
か
ら
か
、

安
部
は
雑
誌
に
長
編
小
説
を
掲
載
す
る
こ
と
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
次
ぐ
短
篇
、
「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
は
昭
和
四
十
一
年
一
月
、
「
中

央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
後
、
そ
の
発
展
形
作
品
が
昭
和
四
十
二
年
九
月

に
、
安
部
公
房
の
〈
純
文
学
書
き
下
ろ
し
特
別
作
品
》
第
二
弾
『
燃
え
つ

き
た
地
図
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
発
展
の
経
緯
に
つ
い
て
、
明
示

し
た
記
録
は
無
い
が
、
そ
の
推
移
を
考
え
る
材
料
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
そ

れ
は
「
三
部
作
」
以
外
の
小
説
の
事
で
あ
る
が
、
前
出
の
谷
田
に
よ
れ
ば
、

安
部
に
〈
次
の
長
篇
に
着
手
し
て
も
ら
う
た
め
に
短
篇
を
書
く
こ
と
を
繰

返
し
す
す
め
〉
て
い
た
と
あ
り
、
安
部
が
、
長
篇
の
取
っ
掛
か
り
と
し
て

短
篇
を
書
い
て
い
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
か
ら
窺
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
執
筆

時
期
と
し
て
重
視
す
べ
き
は
長
篇
よ
り
も
、
む
し
ろ
短
篇
の
発
表
期
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
二
年
、
い
わ
ゆ
る
「
六

0
年
代
」
の
日

本
に
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
「
六

0
年
代
」

は
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て
‘
―
つ
の
転
換
期
に
な
っ
た
時
代
で
あ
り
、

作
家
や
批
評
家
を
は
じ
め
と
す
る
、
文
化
人
た
ち
の
思
想
問
題
に
関
し
て
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も
大
き
な
意
味
を
持
つ
時
代
で
も
あ
る
。
中
野
好
夫
に
よ
る
「
も
は
や

「
戦
後
」
で
は
な
い
」
と
い
う
衝
撃
的
な
題
名
の
評
論
文
が
『
文
芸
春
秋
』

に
発
表
さ
れ
、
世
間
を
に
ぎ
わ
し
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
二
月
の
事
で
あ

る
。
こ
の
評
論
が
口
火
を
切
る
形
で
、
文
壇
も
「
戦
後
」
終
焉
論
に
つ
い

て
問
題
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
戦
後
の
終
わ
り
」
の

決
定
打
と
な
る
の
は
、
経
済
企
画
庁
に
よ
る
『
経
済
白
書
』
上
の
公
式
見

解
と
し
て
の
「
も
は
や
「
戦
後
」
で
は
な
い
」
発
言
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、

日
本
は
「
神
武
景
気
」
「
岩
戸
景
気
」
と
呼
ば
れ
る
空
前
の
好
景
気
や
、

池
田
内
閣
に
よ
る
所
得
倍
増
政
策
を
経
て
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
六

0
年
代
」
は
国
民
生
活
の
向
上
と
い
う

見
地
に
お
い
て
は
、

H
本
が
「
戦
後
」
の
暗
い
影
か
ら
脱
却
し
た
か
に
見

え
た
時
代
だ
が
、
そ
の
反
面
「
安
保
闘
争
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
激
し

い
動
乱
も
あ
り
、
冊
相
や
、
そ
の
時
代
の
人
々
に
多
大
な
衝
撃
を
与
え
た

時
代
で
も
あ
っ
た
。

安
部
公
房
は
こ
の
こ
ろ
す
で
に
共
産
党
党
員
と
し
て
多
く
の
活
動
に
参

加
し
て
い
る
。
文
学
的
な
出
発
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
い
わ
ゆ
る
〈
実
存
主
義
》

の
立
場
か
ら
取
っ
た
安
部
の
、
共
産
党
入
党
が
い
つ
の
こ
と
で
あ
る
の
か
。

飯
島
耕
一
の
「
報
告
安
部
公
房
あ
る
い
は
無
罪
の
文
学
」
（
『
批
評
』

春
季
号
・
昭
和
3
4
.
1
)

の
指
摘
に
よ
る
と
、
安
部
は
「
バ
ベ
ル
の
塔
の

狸
」
（
「
人
間
』
昭
和

2
6
.
5
)
を
書
い
た
前
後
の
時
期
に
、
〈
バ
ベ
ル

の
塔
の
「
塔
員
」
、
つ
ま
り
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、

共
産
党
の
「
党
員
」
に
も
な
〉
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
入
党
の
時

期
に
つ
い
て
の
明
示
は
、
安
部
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
ず
し
ま
い
な
の
で
あ

る
。
当
時
、
安
部
が
参
加
し
て
い
た
共
産
党
の
活
動
は
、
「
新
日
本
文
学

会
」
と
対
立
す
る
、
党
主
流
派
（
所
感
派
）
を
支
持
す
る
側
の
も
の
で
あ
っ

た
。
針
生
一
郎
「
極
私
的
安
部
公
房
ノ
ー
ト
」
（
『
ユ
リ
イ
カ
』
昭
和
51.

3
)

に
よ
る
と
〈
文
学
学
校
（
所
感
派
の
つ
く
っ
た
学
校
ー
ー
引
用
者
）

の
な
か
に
も
、
「
現
在
の
会
』
（
安
部
が
島
尾
敏
雄
ら
と
昭
和
27
年
に
組

織
し
た
も
の
1

ー
引
用
者
）
の
な
か
に
も
細
胞
や
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
安

部
公
房
は
後
者
の
ほ
か
に
も
文
化
関
係
の
指
導
部
の
会
議
に
出
て
い
る
様

子
だ
っ
た
。
六
全
協
後
に
た
ま
た
ま
左
翼
暴
露
雑
誌
『
全
貌
』
を
読
ん
で
、

安
部
公
房
は
『
現
在
の
会
』
な
ど
で
多
く
の
文
学
者
を
党
員
に
勧
誘
し
た

た
め
、
所
感
派
内
部
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
事
に
接
し
〉
た

こ
と
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
安
部
が
種
々
の
グ
ル
ー
プ
に
接
近
し
、

党
の
た
め
に
、
党
の
思
想
を
文
学
的
に
表
現
し
て
い
く
た
め
に
、
本
多
秋

五
の
言
う
と
こ
ろ
の
、
そ
の
〈
「
身
軽
さ
」
〉
(
「
”
物
語
戦
後
文
学
史
“

変
貌
の
作
家
・
安
部
公
房
」
①
i
⑥
/
『
週
刊
読
書
人
』
昭
和
3
6
.
1
/

2
2
i
3
/
1
2
)
を
最
大
限
に
利
用
し
て
、
よ
り
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
文

学
者
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
安
部
は
、
最
初
の

評
論
集
『
猛
獣
の
心
に
計
算
器
の
手
を
』
（
昭
和

3
2
.
1
2
•平凡
社
刊
）

の
あ
と
が
き
の
中
で
、
こ
の
こ
ろ
の
自
身
の
思
想
的
変
遷
を
次
の
よ
う
に

辿
っ
て
い
る
。

は
じ
め
て
の
評
論
集
だ
。
内
容
も
ほ
と
ん
ど
こ
こ
十
年
間
に
わ
た
っ

て
い
る
。
年
齢
的
に
も
、
時
代
的
に
も
、
ま
こ
と
に
変
化
の
は
げ
し

い
十
年
間
だ
っ
た
。
私
自
身
、
実
存
主
義
か
ら
、
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ア

リ
ズ
ム
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
、
思
想
に
も
方
法
の
う

え
で
も
大
き
く
三
転
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
辿
り
着
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
も
、
昭
和
三
十
七
年
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友
人
・
佐
々
木
基
一
を
し
て
〈
安
部
君
は
失
踪
者
が
好
き
だ
か
ら
な
。
〉

（
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
昭
和
4
2
.
9
•
新
潮
社
刊
・
付
録
「
座
談
会

”
燃
え
つ
き
た
地
図
“
を
め
ぐ
っ
て
」
の
中
で
の
発
言
）
と
言
わ
し
め
た

ほ
ど
に
、
「
失
踪
者
」
問
題
に
固
執
し
続
け
た
安
部
公
房
。
彼
は
、
武
満

徹
と
の
対
談
「
歴
史
を
棄
て
る
べ
き
時
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
昭
和
5
1
.
3
)

に
お
い
て
も
〈
終
局
の
理
想
は
乞
食
〉
で
あ
る
と
し
て
〈
進
歩
と
い
う
概

念
を
価
値
で
捉
え
る
〉
社
会
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
〈
歴
史
を
棄
て
る
べ

き
時
〉
に
〈
ま
す
ま
す
歴
史
に
し
が
み
つ
こ
う
と
〉
す
る
行
為
を
断
じ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
「
し
が
み
つ
き
」
こ
そ
、
冒
頭
の
安
部
発
言
中
の

「
失
踪
前
駆
症
状
」
の
ひ
と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
以
下
、
断
片
的
な
が

ら
、
「
三
部
作
」
の
中
に
散
在
す
る
「
失
踪
前
駆
症
状
」
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。
『
砂
の
女
』
の
主
人
公
は
、
砂
穴
で
の
「
監
禁
」
が
明
確

化
さ
れ
た
と
き
、
社
会
に
お
け
る
自
己
の
存
在
に
つ
い
て
、
〈
「
…
…
税

「
失
踪
者
」
と
「
未
婦
還
者
」
に
つ
い
て

に
は
共
産
党
か
ら
、
花
田
清
輝
、
針
生
一
郎
ら
と
と
も
に
除
名
処
分
を
受

け
、
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
安
部
に
と
っ
て
の
「
六

0

年
代
」
と
は
、
よ
う
や
く
入
手
し
た
自
ら
の
〈
思
想
〉
や
、
表
現
〈
方
法
〉

と
の
訣
別
・
転
換
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
転
換
の
基
礎
と
も

な
る
〈
モ
チ
ー
フ
の
発
見
〉
が
こ
の
時
代
に
あ
っ
た
の
で
は
、
と
の
仮
説

が
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
〈
モ
チ
ー
フ
〉
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
失
踪

者
」
で
あ
る
。
で
は
、
安
部
は
そ
の
「
失
踪
者
」
問
題
に
、
一
体
何
を
託

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

金
も
払
っ
て
い
り
ゃ
、
住
民
登
録
票
だ
っ
て
持
っ
て
い
る
…
…
」
〉
と
主

張
す
る
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
公
的
証
明
（
書
）
で
し
か
自
己
の
〈
歴
史
〉

を
言
い
表
せ
ず
、
日
常
生
活
を
超
え
て
も
な
お
、
紙
切
れ
に
よ
る
安
堵
感

を
渇
望
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
男
に
限
ら
ず

と
も
、
現
代
に
生
き
る
人
間
の
殆
ど
が
「
証
明
書
」
と
い
う
紙
切
れ
の
上

に
、
自
己
の
存
在
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
不
安
定
な
社
会
へ
の
警
旬
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
男
は
そ
う
し
た
社
会
に
一
層
「
し
が
み
つ
き
」
、
女
に

「
新
聞
」
を
望
む
。
〈
尋
ね
人
の
広
告
〉
や
〈
失
踪
記
事
〉
な
ど
の
情
報

入
手
を
目
論
ん
で
い
た
男
だ
っ
た
が
、
い
ざ
「
新
聞
」
が
手
に
入
る
と
、

そ
の
入
手
ル
ー
ト
そ
の
も
の
に
「
脱
出
の
可
能
性
」
と
い
う
〈
期
待
〉
を

か
け
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
〈
期
待
〉
に
は
〈
あ
っ
さ
り
〉
と
〈
裏

切
ら
れ
〉
、
男
は
新
聞
記
事
の
見
出
し
に
目
を
や
る
。
そ
こ
に
男
は
〈
欠

け
て
困
る
も
の
な
ど
、
何
―
つ
あ
り
は
し
な
い
〉
と
い
う
感
想
を
も
つ
が
、

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
自
己
と
い
う
存
在
が
砂
の
中
に
隔
離
さ
れ
て
い
よ
う

と
も
、
社
会
は
厳
存
と
機
能
し
、
絶
え
ず
《
流
動
》
し
て
い
る
と
い
う
悲

壮
な
自
覚
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。
「
し
が
み
つ
き
」
の
対
象
で
あ
っ
た

「
新
聞

(
11
紙
切
れ
）
」
に
裏
切
ら
れ
、
や
が
て
「
あ
き
ら
め
」
る
と
い

う
「
二
面
性
」
。
こ
の
人
生
へ
の
「
二
面
性
」
こ
そ
が
、
「
三
部
作
」
に

共
通
し
て
み
ら
れ
る
「
失
踪
前
駆
症
状
」
な
の
で
あ
る
。

次
ぐ
『
他
人
の
顔
』
で
は
、
〈
お
ま
え
の
喪
失
は
、
そ
の
ま
ま
、
世
界

の
喪
失
の
象
徴
の
よ
う
〉
と
、
男
の
「
人
生
」
へ
の
執
着
を
増
幅
さ
せ
る

存
在
と
し
て
妻
が
置
か
れ
て
い
る
。
男
に
と
っ
て
〈
第
一
号
の
他
人
〉
で

あ
る
妻
は
、
男
の
〈
姦
通
〉
計
画
に
関
し
て
〈
あ
な
た
だ
っ
て
、
私
に
見

抜
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
く
ら
い
、
百
も
承
知
に
ち
が
い
な
い
。
承
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知
の
上
で
、
黙
っ
て
芝
居
を
つ
づ
け
よ
う
と
、
催
促
し
て
い
る
の
だ
。
〉

と
告
白
し
、
自
分
は
「
協
力
」
し
て
い
た
の
だ
と
す
る
。
こ
の
妻
の
「
協

カ
」
そ
し
て
「
裏
切
り
」
に
、
先
の
「
二
面
性
」
を
当
て
は
め
る
と
す
る

な
ら
、
妻
も
男
に
〈
象
徴
〉
さ
れ
る
〈
世
界
〉
に
半
ば
「
あ
き
ら
め
」
の

感
を
持
ち
、
そ
の
反
面
「
し
が
み
つ
き
」
も
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
「
協
力
」
の
〈
契
機
〉
に
つ
い
て
〈
あ
な
た
の
自
信
た
っ
ぷ
り

な
様
子
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
錯
覚
し
て
し
ま
っ
〉
た
と
語
る
妻
は
、

最
後
に
〈
仮
面
が
戻
っ
て
来
な
い
以
上
、
私
だ
っ
て
戻
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〉
と
い
う
結
論
を
出
す
。
こ
の
よ
う
に
自
己
の

「
存
在
」
価
値
を
位
置
づ
け
、
男
の
前
か
ら
〈
失
踪
〉
す
る
妻
の
価
値
観

は
、
い
ま
だ
男
を
中
心
と
し
て
動
い
て
お
り
、
「
失
踪
前
駆
症
状
」
と
し

て
の
「
二
面
性
」
は
妻
の
中
で
果
て
し
な
く
続
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

「
-
―
一
部
作
」
中
唯
一
、
〈
失
踪
者
〉
そ
の
も
の
を
取
り
挙
げ
て
い
る

『
燃
え
つ
き
た
地
図
」
で
は
、
少
な
く
と
も
主
要
人
物
二
人
が
、
人
生
の

「
地
図
」
を
見
失
う
。
失
踪
者
と
し
て
追
跡
さ
れ
る
根
室
は
〈
大
型
二
輪
〉

〈
無
線
通
信
士
〉
〈
電
気
溶
接
〉
な
ど
の
〈
免
状
〉
と
い
う
〈
人
生
の
錨
〉

に
よ
っ
て
自
己
の
「
存
在
」
を
世
間
に
訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
〈
錨
〉
は
人
生
の
指
針
と
し
て
の
「
地
図
」
に
は
な
り
得
ず
、

根
室
は
人
生
へ
の
「
し
が
み
つ
き
」
や
「
あ
き
ら
め
」
か
ら
の
脱
却
と
し

て
失
踪
す
る
。
一
方
〈
興
信
所
の
調
査
員
〉
と
し
て
失
踪
者
・
根
室
の
足

取
り
を
追
う
男
は
、
仕
事
と
の
脈
絡
も
な
し
に
別
居
中
の
妻
に
連
絡
を
取

ろ
う
と
す
る
。
だ
が
、
主
人
公
の
心
の
う
ち
に
は
、
も
は
や
妻
へ
の
愛
情
・

憎
悪
と
い
っ
た
感
情
は
、
既
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
男
が
妻
の
洋
品
店
を

訪
ね
た
の
は
、
あ
く
ま
で
自
己
と
い
う
「
存
在
」
を
確
認
し
に
ゆ
く
行
為

で
あ
り
、
根
室
が
数
々
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
よ
り
、
か
ろ
う
じ
て
社
会

に
〈
錨
〉
を
引
っ
掛
け
て
い
た
の
と
同
じ
行
為
な
の
で
あ
る
。
男
は
そ
こ

で
、
妻
の
仕
事
で
の
〈
感
覚
〉
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
も
〈
ぽ
く
は
や
は
り

戻
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
と
思
う
〉
と
判
断
し
、
自
己
の
「
存
在
」

価
値
に
つ
い
て
の
不
必
要
を
見
て
取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
男
は
、

コ
ー
ヒ
ー
店
〈
つ
ば
き
〉
で
の
暴
行
事
件
に
よ
り
、
自
己
の
「
存
在
」
意

識
を
失
い
、
〈
過
去
へ
の
通
路
を
探
す
の
は
、
も
う
よ
そ
う
。
手
書
き
の

メ
モ
を
た
よ
り
に
、
電
話
を
か
け
た
り
す
る
の
は
。
も
う
沢
山
だ
。
〉
と

〈
記
憶
の
中
断
〉
状
況
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
変
化
に
つ

い
て
、
安
部
は
〈
（
人
間
の
意
識
な
ん
て
ー
ー
引
用
者
）
本
当
に
目
を
開

い
て
み
た
ら
、
こ
ん
な
も
ん
で
あ
る
は
ず
な
ん
だ
、
だ
れ
も
が
ね
。
〉

（
前
出
「
座
談
会
”
燃
え
つ
き
た
地
図
“
を
め
ぐ
っ
て
」
）
と
述
べ
て
お

り
、
都
会
生
活
で
の
孤
独
や
不
信
、
そ
し
て
焦
燥
感
の
な
か
で
〈
だ
れ
も

が
〉
失
踪
者
に
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
う
し
た
社
会
的
病
理
の
み
を
言
及
し
、
〈
期
せ
ず
し
て
〉

〈
焦
燥
感
の
本
質
〉
（
前
出
「
モ
ス
ク
ワ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
）
を
描
い

た
こ
と
の
み
が
、
「
三
部
作
」
の
執
筆
意
図
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

安
部
の
〈
モ
チ
ー
フ
の
発
見
〉
の
契
機
を
さ
ら
に
探
る
う
え
で
、
実
社

会
に
お
け
る
「
失
踪
者
」
問
題
、
い
わ
ゆ
る
「
失
踪
宣
告
事
件
」
に
つ
い

て
、
小
説
時
間
に
お
け
る
「
現
代
」
の
幅
と
し
て
示
さ
れ
た
「
六

0
年
代
」

の
数
値
状
況
の
考
察
に
移
り
た
い
。
ま
ず
、
六

0
年
代
の
全
国
家
庭
裁
判

所
で
の
失
踪
宣
告
の
受
理
状
況
に
つ
い
て
、
『
司
法
統
計
年
報

3

家
事

編
』
（
昭
和
2
3
.
6
!
4
3
.
6
•
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
総
務
局
刊
）
の

(
6
)
 

統
計
か
ら
グ
ラ
フ
作
成
を
試
み
た
。
〔
資
料
〕
と
し
て
こ
こ
に
載
せ
て
お

-20-



［資料］失踪宜告の受理状況

（頃位件）
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く
。
ま
た
、
当
該
年
代
（
昭
和
二
十
三
年
ー
四
十
三
年
）
の
幅
に
つ
い
て

は
、
『
司
法
統
計
年
報
』
自
体
が
昭
和
二
十
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
こ
と
と
、

「
三
部
作
」
の
中
の
最
終
発
表
作
で
あ
る
「
燃
え
つ
き
た
地
図
』
が
昭
和

四
十
二
年
発
表
で
あ
り
、
そ
の
後
一
年
間
の
猶
予
を
見
、
通
算
―

1
0
年
の

間
隔
で
区
切
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
グ
ラ
フ
の
実
線
A
は
そ
の

年
度
の
受
理
総
数
を
表
す
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
昭
和
三
十
―
―
一
年
度
を

境
と
し
て
「
失
踪
宜
告
事
件
」
の
数
値
が
、
極
端
な
形
で
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
昭
和
三
十
四
年
度
に
、
数
値
の
急
激

な
増
加
を
も
た
ら
す
何
ら
か
の
変
化
が
、
社
会
全
体
に
み
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
昭
和
三
十

四
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た
未
帰
還
者
に
関
す
る
特
別
措
置
法
、
い
わ
ゆ
る

(
7
)
 

「
戦
時
死
亡
宜
告
事
件
」
で
あ
る
。
当
然
で
は
あ
る
が
筆
者
が
前
出
の
グ

ラ
フ
作
成
時
に
使
用
し
た
数
値
に
は
、
こ
の
「
戦
時
死
亡
宜
告
事
件
」
も

件
数
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
「
―
―
一
部
作
」
に
お
け
る
主
人
公
ら
の
失
踪

の
特
色
を
考
え
て
み
る
と
、
本
来
な
ら
ば
「
所
在
不
明
」
に
代
表
さ
れ
る

「
普
通
失
踪
」
と
、
船
舶
の
沈
没
や
「
戦
時
死
亡
宣
告
事
件
」
な
ど
に
よ

る
「
特
別
失
踪
」
と
の
区
別
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の

他
の
資
料
な
ど
か
ら
も
双
方
の
実
数
は
確
定
で
き
な
い
の
が
目
下
の
状
況

で
あ
る
。
だ
が
、
同
時
に
筆
者
は
こ
の
別
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
な
い
と

も
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
失
踪
者
」
と
「
未
帰

還
者
」
と
の
別
が
、
ほ
ぽ
無
に
等
し
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
か
ら
だ
。

周
知
の
通
り
、
安
部
公
房
自
身
、
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
で
あ
る
。

外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
体
験
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
『
け
も
の
た
ち
は
故

郷
を
め
ざ
す
』
（
『
群
像
』
昭
和
3
2
.
1
!
4
)

で
主
人
公
・
久
木
は
、

よ
う
や
く
引
き
揚
げ
船
に
乗
り
込
め
た
も
の
の
、
阿
片
の
大
口
取
引
の
す

べ
て
を
知
る
者
と
し
て
船
内
に
監
禁
さ
れ
る
。
日
本
の
港
に
着
き
な
が
ら

も
、
あ
と
数
十
セ
ン
チ
向
こ
う
に
あ
る
祖
国
の
土
を
踏
め
ず
に
、
彼
は

〈
け
も
の
〉
の
よ
う
に
発
狂
し
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
無
法
地
帯
と
成

り
果
て
た
大
陸
を
南
下
す
る
中
で
の
恐
怖
の
あ
と
に
、
用
意
さ
れ
た
悲
惨

な
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
衝
撃
的
で
あ
る
。
や
は
り
そ
の
想
像
力
の
源
に
は
、

自
ら
の
引
き
揚
げ
体
験
の
苛
酷
さ
が
あ
り
、
本
作
品
全
体
に
は
安
部
公
房

の
実
体
験
が
、
鮮
明
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
そ
れ
を
裏
付

け
る
か
の
よ
う
に
、
自
筆
「
年
譜
」
（
「
新
鋭
文
学
叢
書
②
安
部
公
房

集
』
昭
和
3
5
.
1
2
・
筑
摩
書
房
刊
に
収
録
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
も
残
さ

れ
て
い
る
。そ
の
年
の
暮
も
お
し
せ
ま
っ
て
か
ら
、
や
っ
と
引
き
揚
げ
船
に
乗

り
込
め
た
。
上
陸
ま
ぎ
わ
に
、
船
内
に
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
港
外
に

+
H近
く
も
と
め
ら
れ
、
発
狂
す
る
者
ま
で
あ
ら
わ
れ
た
。

（
自
筆
「
年
譜
」
・
昭
和
二
十
一
年
の
項
）

眼
前
に
眺
め
得
る
祖
国
を
前
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
狂
し
て
い
く
人
々
。

こ
う
し
た
異
常
な
状
況
を
眼
前
に
し
た
、
安
部
に
残
し
た
も
の
の
「
重
さ
」

は
想
像
を
絶
す
る
と
い
う
他
に
な
い
。
そ
の
「
重
さ
」
に
つ
い
て
の
記
述

を
「
け
も
の
た
ち
は
故
郷
を
め
ざ
す
」
の
中
に
見
る
な
ら
ば
、
主
人
公
が

荒
野
の
中
で
ミ
イ
ラ
を
目
撃
し
、
自
分
の
苦
し
み
と
照
合
し
な
が
ら
、

お
れ
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
あ
の
荒
野
を
歩
い
て
や
っ
て
き
て
…
…

そ
し
て
、
あ
の
苦
し
み
の
あ
と
で
、
ま
だ
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ん
て
、
は
た
し
て
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
…
…
い
や
、

そ
ん
な
不
公
平
は
、
絶
対
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
に
ち
が

-22-



い
な
い
の
だ
…
…
（
後
略
）

と
、
述
懐
す
る
姿
は
、
ま
さ
し
く
佐
世
保
港
外
に
十
日
間
足
止
め
さ
れ
た

と
き
の
、
安
部
公
房
自
身
で
あ
る
の
だ
。
ま
た
、
同
様
の
場
面
は
『
燃
え

つ
き
た
地
図
』
の
後
半
部
分
で
、
失
踪
者
・
根
室
課
長
の
足
取
り
を
掴
み

か
け
た
主
人
公
の
探
偵
が
、
何
者
か
（
お
そ
ら
く
根
室
の
行
方
を
知
る
者

た
ち
）
に
よ
っ
て
暴
行
を
受
け
、
自
ら
の
名
前
や
職
業
な
ど
、
一
切
の
記

憶
を
喪
失
し
て
し
ま
う
箇
所
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
真
実
（
『
け
も
の
た

ち
は
故
郷
を
め
ざ
す
』
の
久
木
久
三
に
お
い
て
は
「
日
本
」
）
を
掴
み
か

け
た
と
た
ん
、
そ
の
一
切
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
も
、
安

部
の
、
何
ら
か
の
強
烈
な
「
原
体
験
」
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
時
点
で
そ
の
「
原
体
験
」
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
だ
ひ
と

つ
、
こ
こ
で
強
調
で
き
る
の
は
、
〈
日
本
へ
引
き
揚
げ
て
く
る
ま
で
の
長

い
旅
程
の
中
で
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
引
き
揚
げ
者
で
あ
る
安

部
が
、
公
的
機
関
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
戦
後
」
の
終
焉
を
誇
張
す
る
か
の

よ
う
な
発
言
と
、
「
未
帰
還
者
」
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
「
切
り
捨
て
」
行

為
に
、
果
た
し
て
鈍
感
で
い
ら
れ
た
ろ
う
か
》
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
満
州
で
の
生
活
の
中
で
、
彼
の
な
か
に
内
地
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
内
面
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
少
し
考
慮
に
入
れ
て

お
き
た
い
。
安
部
が
満
州
で
の
生
活
を
話
す
と
き
に
、
頻
出
す
る
話
柄
が

二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
教
科
書
で
し
か
知
り
得
な
い
祖
国
「
日
本
」
の

風
景
に
つ
い
て
で
あ
る
。
〈
地
平
線
ま
で
の
っ
ぺ
り
し
て
な
に
も
な
〉
い

満
州
に
い
な
が
ら
〈
家
の
す
ぐ
裏
に
山
が
あ
っ
た
り
、
川
が
あ
っ
た
り
す

る
〉
日
本
の
教
科
書
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
に
安
部
は
、
栗
坪
良
樹
に
よ

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
錨
な
き
方
舟
の
時
代
」
（
『
す
ば
る
』
昭
和
5
9
.
1
)

で
次
の
よ
う
に
語
り
、
そ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

谷
川
が
あ
っ
て
、
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
魚
が
泳
い
で
い

た
ん
じ
ゃ
、
こ
っ
ち
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
お
ち
い
る
し
か
な
い
だ

ろ
う
。
ま
さ
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
だ
、
あ
こ
が
れ
だ
よ
、
窓
か
ら
ひ
ょ
っ

と
見
た
ら
山
が
見
え
る
な
ん
て
、
ま
る
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
箱
の
絵

み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
の
「
日
本
」
と
、
日
本
の
「
植
民
地
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
満
州

と
で
は
、
窓
か
ら
眺
望
で
き
る
風
景
―
つ
を
取
っ
て
も
、
大
陸
と
島
国
と

い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
安
部
は
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
学
校
の
教

師
に
は
何
か
に
つ
け
「
内
地
の
子
供
」
と
比
較
さ
れ
〈
内
地
の
子
供
っ
て

い
う
の
は
偉
い
も
の
だ
と
本
気
で
信
じ
て
い
た
〉
と
も
続
け
て
い
る
。
ふ

た
つ
め
の
話
題
は
、
敗
戦
後
の
満
州
で
の
〈
無
政
府
（
警
察
）
状
態
〉
の

な
か
で
遭
遇
し
た
日
本
人
の
連
帯
感
の
無
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

朝
鮮
民
族
の
人
や
中
国
人
ら
が
金
銭
面
で
言
い
争
う
と
き
に
は
、
必
ず
同

じ
民
族
の
も
の
が
〈
臨
時
の
陪
審
団
〉
と
な
っ
て
そ
の
善
悪
を
取
り
決
め

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
陸
の
人
々
に
は
こ
の
よ
う
な
習
慣
が
あ
る
の

に
対
し
、
日
本
人
ら
は
そ
う
し
て
集
ま
り
も
し
な
い
ば
か
り
か
〈
一
瞬
に

し
て
姿
を
消
〉
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
〈
無
政
府
（
警
察
）
状
態
〉

に
お
い
て
、
日
本
人
の
立
場
が
不
安
定
な
も
の
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
み

ら
れ
た
現
象
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
現
象
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
安
部

は
「
日
本
」
と
い
う
故
郷
に
失
望
し
、
や
が
て
〈
故
郷
喪
失
〉
の
念
を
抱

く
の
で
あ
る
。
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自
ら
の
文
学
に
つ
い
て
「
根
な
し
草
の
文
学
」
（
「
根
な
し
ザ
早
の
文
学
」

『
波
』
昭
和
4
4
.
9
ー
10)
と
評
し
て
い
る
安
部
の
文
学
的
な
《
根
》
は
、

実
際
に
は
、
内
地
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
お
よ
び
安
部
の
言
う
〈
故
郷
憎
悪
〉

に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
し
て
の

〈
根
》
の
存
在
を
、
安
部
自
身
が
否
定
も
肯
定
も
で
き
ず
に
い
た
〈
文
学

の
揺
藍
期
〉
に
、
物
質
的
豊
か
さ
の
み
に
傾
倒
し
て
い
く
政
府
に
よ
る

「
未
婦
還
者
」
へ
の
い
わ
ば
「
切
り
捨
て
行
為
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
見

つ
め
直
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

国
家
の
発
し
た
「
五
族
協
和
」
「
新
天
地
」
と
い
う
言
葉
を
心
底
信
じ

て
渡
満
し
、
日
本
と
は
掛
け
離
れ
た
環
境
の
中
で
生
き
ぬ
い
た
者
た
ち

（
満
州
の
場
合
、
移
民
者
の
大
半
は
山
村
の
貧
農
や
小
作
人
な
ど
で
あ
っ

た
と
い
う
）
が
、
敗
戦
後
、
国
家
に
裏
切
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
日
本
を

H
指
し
な
が
ら
朽

ち
果
て
る
運
命
に
さ
ら
さ
れ
た
ミ
イ
ラ
や
、
目
前
の
日
本
上
陸
を
待
ち
望

む
緊
迫
感
の
中
で
、
発
狂
し
て
ゆ
く
者
た
ち
が
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

永
遠
に
故
郷
の
土
を
踏
ま
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
「
未
婦
還
者
」
の
人
生
に

対
し
、
安
部
公
房
が
特
別
な
想
い
を
持
っ
た
、
と
考
え
て
ま
ず
妥
当
で
あ

ろ
う
。加
え
て
、
安
部
は
、
前
述
の
共
産
党
除
名
に
よ
る
〈
思
想
〉
と
表
現

〈
方
法
〉
の
剥
奪
か
ら
、
新
た
な
表
現
〈
方
法
〉
を
確
立
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
そ
の
新
た
な
〈
方
法
〉
で
、
「
未
帰
還
者
」
ら
を
「
失
踪
者
」
と

同
じ
く
、
中
核
か
ら
は
ず
れ
た
存
在
と
し
て
「
戦
後
」
の
な
か
に
葬
り
去

結
論

注
ろ
う
と
し
た
行
為
に
対
し
て
、
異
議
を
唱
え
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
実

社
会
と
い
う
「
時
代
」
そ
の
も
の
を
「
失
踪
者
」
問
題
と
い
う
事
項
に
託

し
て
描
こ
う
と
し
た
の
で
な
く
「
特
別
失
踪
者
」
と
し
て
の
「
未
婦
還
者
」

ら
へ
の
執
着
を
、
当
時
社
会
問
題
化
し
て
い
た
中
年
層
の
失
踪
事
件
に
、

主
題
を
置
き
換
え
た
上
で
「
三
部
作
」
と
し
て
発
表
し
た
の
だ
。
小
説
時

間
に
お
け
る
「
現
代
」
と
「
失
踪
宣
告
事
件
」
グ
ラ
フ
と
の
符
合
ぶ
り
は
、

そ
の
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

谷
真
介
作
成
の
「
年
譜
」
（
『
安
部
公
房
レ
ト
リ
ッ
ク
事
典
』
平
成
4
.

8
•

新
潮
社
刊
）
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト

で
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
を
任
じ
て
い
た
〉
と
い
う
父
の
影
響
を
多
大
に
受

け
て
い
た
幼
少
の
安
部
が
、
成
長
し
て
か
ら
体
験
し
た
日
本
と
い
う
国
の

横
暴
さ
は
、
払
拭
し
き
れ
ぬ
思
い
出
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

思
い
出
を
、
愛
用
の
《
消
し
ゴ
ム
》
で
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
切

を
消
し
去
ろ
う
と
し
た
彼
の
心
境
は
、
未
婦
還
者
ら
を
法
力
に
よ
っ
て

「
特
別
失
踪
者
」
扱
い
と
し
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
の
為
に
と
、
切
り

捨
て
措
置
を
取
っ
た
公
的
機
関
や
、
そ
の
措
置
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ

と
も
な
く
た
だ
失
踪
者
の
増
加
の
み
を
話
題
に
し
た
民
衆
へ
の
さ
さ
や
か

な
反
抗
へ
と
結
び
付
く
。
「
三
部
作
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
六

0

年
代
に
立
て
続
け
に
発
表
さ
れ
た
意
義
は
、
実
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

(
1
)
菅
野
昭
正
「
解
説
」
／
『
カ
ー
ブ
の
向
う
・
ユ
ー
プ
ケ
ッ
チ
ャ
』

-24-



（
昭
和
6
3
.
1
2
.
5
•新
潮
文
庫
）
よ
り
引
用
。
ち
な
み
に
「
チ

チ
ン
デ
ラ
ヤ
パ
ナ
」
は
『
砂
の
女
』
の
第
一
章
か
ら
第
七
章
に
、

「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
は
『
燃
え
つ
き
た
地
図
』
の
冒
頭
と
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
に
相
当
す
る
。

(
2
)
秋
山
駿
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
私
の
文
学
を
語
る
」
（
『
三
田
文
学
・

特
集
安
部
公
房
』
昭
和
4
3
.
3
)

(
3
)

ひ
と
つ
腑
に
落
ち
な
い
の
は
、
こ
の
記
事
の
こ
と
を
田
代
が

〈
「
去
年
の
記
事
」
〉
と
し
て
主
人
公
に
差
し
出
し
て
い
る
箇
所

で
あ
る
。
①
で
の
考
察
に
よ
る
時
間
設
定
で
は
、
同
作
品
は
根
室

の
妻
か
ら
の
調
究
依
頼
書
に
よ
る
日
付
の
、
昭
和
四
十
二
年
二
月

一
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
記
事
が
話
題
に
な
る
の
は
同
年
二
月

十
四

H
よ
り
以
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
何
故
、
安
部
が
こ
の
新

聞
記
事
を
〈
「
去
年
の
記
事
」
〉
と
い
う
位
置
に
置
い
た
の
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
安
部
は
同
作
品
の
〈
原
型
的
作
品
〉
で
あ

る
「
カ
ー
ブ
の
向
う
」
の
発
表
年
、
《
昭
和
四
十
一
年
〉
に
つ
い

て
固
執
す
る
点
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
も
推
察
で
き
う
る
の
で
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
4
)
た
だ
し
、
《
純
文
学
書
き
下
ろ
し
特
別
作
品
》
と
し
て
上
梓
さ
れ

た
際
に
は
「
横
浜
」
「
甲
州
街
道
」
と
い
う
記
述
は
削
除
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
代
わ
り
か
ど
う
か
は
分
か
り
か
ね
る
が
、
地
図
と
前

後
し
て
本
文
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
主
人
公
の
典
信
所
に
対
す
る

〈
報
告
書
〉
の
《
同
（
二
月
十
二
日
1

ー
引
用
者
）
二
時
五
分
》

の
項
の
文
末
に
は
〈
（
甲
州
街
道
経
由
）
〉
と
記
さ
れ
て
い
る
。

草
稿
地
図
執
筆
時
と
単
行
本
上
梓
と
の
間
、
安
部
の
意
識
に
、
何

ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
い
ま
も
っ
て
不
分
明
で
あ
る

が
、
草
稿
時
の
地
図
と
単
行
本
の
地
図
と
は
細
部
に
わ
た
っ
て
多

少
の
違
い
が
あ
る
（
た
だ
し
、
筆
跡
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
）
こ

と
か
ら
、
地
名
の
削
除
に
よ
っ
て
、
安
部
自
身
が
地
図
上
の
〈
無

国
籍
〉
性
を
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
、
読
者
に
対
し
て

《
地
図
》
の
撹
乱
を
図
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者

の
見
解
で
あ
る
。

(
5
)
谷
田
昌
平
の
回
想
文
「
「
砂
の
女
」
の
頃
」
（
「
新
潮
』
平
成

5
.

4
)

に
は
、
そ
の
こ
ろ
の
安
部
の
加
筆
ぶ
り
に
つ
い
て
の
記
述
も

見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
引
用
し
て
お
く
。

〈
コ
ピ
ー
機
「
フ
ジ
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
」
が
登
場
し
た
の
は
「
砂
の

女
」
刊
行
の
一
ニ
カ
月
後
で
あ
る
。
「
燃
え
つ
き
た
地
図
」
の
折
は
、

原
稿
を
受
け
取
る
た
び
に
す
ぐ
に
社
に
戻
っ
て
コ
ピ
ー
を
と
っ
て

安
部
さ
ん
に
届
け
、
途
中
で
直
し
が
あ
る
と
そ
れ
を
電
話
で
受
け

て
生
原
稿
に
書
き
入
れ
た
り
、
直
し
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た

り
し
た
〉
と
、
加
筆
訂
正
の
た
め
に
ズ
タ
ズ
タ
に
切
り
取
ら
れ
、

生
原
稿
が
散
逸
し
て
い
っ
た
「
砂
の
女
」
で
の
教
訓
が
活
か
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

(
6
)

「
失
踪
宜
告
の
受
理
状
況
」
と
い
う
名
目
で
資
料
に
は
あ
っ
た
の

だ
が
、
同
資
料
は
家
庭
裁
判
所
側
が
失
踪
宜
告
に
つ
い
て
受
理
し

た
届
け
出
な
ど
の
す
べ
て
を
指
す
。
こ
の
う
ち
届
け
出
が
取
り
消

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
受
理
総
数
、
お
よ
び
既
済
事
件
の
数

に
入
っ
て
い
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
民
法
第
三

0
条
第
一
項
に
お
け
る
失
踪
宣
告
に
つ
い
て
の
記
述
は
以
下
の
通
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付
記

〈
不
在
者
ノ
生
死
力
七
年
間
分
明
ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
ハ
家
庭
裁

判
所
ハ
利
害
関
係
人
ノ
請
求
二
因
リ
失
踪
ノ
宣
告
ヲ
為
ス
コ
ト
得
》

(
7
)
昭
和
三
十
四
年
に
法
令
番
号
第
七
号
と
し
て
施
行
。
そ
の
失
踪
原

因
に
つ
い
て
は
不
明
と
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
現
在
の
民
法

に
は
現
存
し
な
い
が
、
民
法
第
三

0
条
第
二
項
に
特
別
失
踪
に
つ

い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
昭
和
三
十
七
年
に
法
令
番

号
四

0
号
と
し
て
第
二
項
は
改
正
）
。
以
下
、
記
載
し
て
お
く
。

〈
戦
地
二
臨
ミ
タ
ル
者
、
沈
没
シ
タ
ル
船
舶
中
二
在
リ
タ
ル
者
其

他
死
亡
ノ
原
因
タ
ル
ヘ
キ
危
難
二
遭
遇
シ
タ
ル
者
ノ
生
死
力
戦
争

ノ
止
ミ
タ
ル
後
、
船
舶
ノ
沈
没
シ
タ
ル
後
又
ハ
其
他
ノ
危
難
ノ
去

リ
タ
ル
後
一
年
間
分
明
ナ
ラ
サ
ル
ト
キ
亦
同
シ
》

(
8
)

こ
の
〈
無
政
府
（
警
察
）
状
態
〉
に
つ
い
て
安
部
は
、
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
と
の
共
著
『
反
劇
的
人
間
』
（
昭
和
4
8
.
5
・
中
公
新
書

刊
）
や
、
小
林
恭
二
と
の
対
談
「
御
破
算
の
文
学
」
（
『
海
燕
』

昭
和
6
1
.
1
)
な
ど
で
繰
り
返
し
述
懐
し
て
い
る
。

な
お
、
〔
資
料
〕
と
し
て
取
り
挙
げ
た
「
失
踪
宜
告
事
件
」
グ

ラ
フ
に
お
い
て
の
、
昭
和
4
2
年
に
お
け
る
グ
ラ
フ
の
下
降
の
原
因

に
つ
い
て
は
、
文
中
で
述
べ
た
「
蒸
発
人
間
」
の
全
国
一
斉
捜
索

の
成
果
で
も
あ
ろ
う
。
蛇
足
な
が
ら
こ
こ
に
記
す
。

本
文
の
引
用
は
『
安
部
公
房
全
作
品
①
ー
⑮
』
（
昭
和
4
7
.
5
!
4
8
.

6
•

新
潮
社
刊
）
を
底
本
と
す
る
が
、
『
全
作
品
」
未
収
録
作
品
に
つ
い

り゚

て
は
、
初
出
お
よ
び
単
行
本
収
録
文
、
現
在
刊
行
中
の
『
安
部
公
房
全
集
』

（
平
成

9
.
7
！
新
潮
社
刊
）
に
拠
っ
た
。
文
中
敬
称
略
。

（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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